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学
び
の
系
譜
3　

旧
制
か
ら
新
制
へ

　

一
九
五
一
（
昭
和
二
十
六
）
年
四
月
一
日
、
駿
河
台
校
舎
に
文

学
部
が
開
設
さ
れ
た
。

　

開
講
時
の
文
学
部
は
、
文
学
科
（
昼
・
夜
、
定
員
各
五
〇
人
）

と
史
学
科
（
昼
、
定
員
五
〇
人
）
の
二
学
科
か
ら
な
り
、
初
代
学

部
長
に
は
吹
田
順
助
教
授
（
ド
イ
ツ
文
学
）
が
就
任
し
た
。

　

新
学
部
の
設
置
目
的
と
使
命
は
、「
広
く
一
般
教
養
学
科
を
授

け
る
と
共
に
進
ん
で
哲
学
、
史
学
、
社
会
学
、
文
学
に
関
す
る
理

論
を
教
え
、
教
養
、
学
識
豊
か
な
人
間
の
形
成
を
目
指
し
、
以
て

国
家
並
び
に
社
会
の
福
祉
、
発
達
に
有
為
な
る
人
材
を
養
成
す
る

こ
と
」
と
さ
れ
、
社
会
学
科
の
設
置
こ
そ
実
現
し
な
か
っ
た
と
は

い
え
、
翌
年
に
は
哲
学
科
が
、
翌
々
年
に
は
哲
学
科
中
に
社
会
学

専
攻
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
本
学
は
法
学
部
・
経
済
学
部
・
商
学
部
・
工
学

部
お
よ
び
文
学
部
の
五
学
部
を
擁
す
る
新
制
大
学
と
な
っ
た
。

　

文
学
部
新
設
の
契
機
と
し
て
、『
中
央
大
学
七
十
年
史
』
は
次

の
二
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
第
一
の
契
機
は
、
戦
前
期
か
ら
文
学

部
の
設
置
を
求
め
る
要
望
が
あ
っ
た
点
で
あ
る
。
本
学
関
係
者
に

は
、
高
度
な
専
門
的
学
識
を
誇
る
反
面
で
「
そ
れ
ら
学
識
の
根
幹

と
な
る
べ
き
一
般
基
礎
的
学
科
の
教
養
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ

る
」
と
い
う
「
暗
黙
の
潜
在
意
識
」
が
あ
り
、
そ
れ
が
官
学
出
身

者
へ
の
「
一
種
の
ひ
け
目
」
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
教
養
の
根
底

を
培
う
学
部
＝
文
学
部
の
併
設
を
切
望
し
た
と
し
て
い
る
。
第
二

は
、
新
制
大
学
へ
の
移
行
が
設
置
の
契
機
と
な
っ
た
点
で
あ
る
。

新
制
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
一
般
教
養
科
目
と
専
門
科
目
か
ら

な
り
、
一
般
教
養
科
目
は
人
文
科
学
・
社
会
科
学
・
自
然
科
学
の

三
系
列
に
分
け
ら
れ
た
が
、
こ
の
一
般
教
養
科
目
を
旧
制
の
予
科

お
よ
び
専
門
部
教
員
の
み
で
充
足
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た

た
め
、
多
く
の
教
員
を
新
規
採
用
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
各
学
部
の
一
般
教
養
科
目
を
完
成
さ
せ
る
と
共
に
第

一
の
契
機
も
実
現
さ
せ
る
「
一
石
二
鳥
」
の
方
策
と
し
て
、
文
学

部
が
開
設
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
文
学
部
の
新
設
を
推
進
し
た
の
は
、
他
の
新
制

四
学
部
の
場
合
と
同
様
に
財
団
法
人
中
央
大
学
の
理
事
会
で
あ
っ

た
。
五
〇
年
九
月
三
日
、
理
事
会
は
「
新
制
大
学
文
学
部
認
可
申

請
に
関
す
る
件
」
を
決
議
し
、
同
月
三
十
日
学
校
教
育
法
第
四
条

に
も
と
づ
く
文
学
部
設
置
を
文
部
省
に
申
請
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
年
十
一
月
十
七
日
に
は
臨
時
評
議
員
会
に
文
学
部
設

置
を
提
起
し
、「
文
学
部
は
理
工
学
部
よ
り
も
経
費
が
割
合
に
嵩か

さ

む
」
と
の
異
議
を
抑
え

て
承
認
を
え
て
い
る
。

同
年
十
二
月
十
五
日
制

定
の
私
立
学
校
法
に
よ

り
、
私
立
大
学
の
設
立

主
体
は
「
学
校
法
人
」

と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以

前
の
新
制
大
学
は
、

旧
制
度
の
財
団
法
人
に

よ
っ
て
設
立
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。

　

学
生
の
中
に
も
、

文
学
部
の
開
設
を
求
め

る
声
は
あ
っ
た
。
た
と

え
ば
、『
中
央
大
学
新
聞
』
五
〇
年
三
月
二
十
日
号
は
、
宮
本
明

「
豊
か
な
平
凡
人
を
生
む
た
め
文
学
部
の
設
置
を
望
む
」
と
い
う

一
文
を
掲
載
し
て
い
る
。
宮
本
は
法
学
部
三
年
生
で
、
学
友
会
文

化
部
に
属
す
る
文
化
科
学
研
究
会
の
会
長
を
務
め
て
い
た
。
彼
は

ま
ず
、「
中
大
生
は
概
ね
人
間
ら
し
い
呼
吸
を
し
て
い
ま
せ
ん
」

と
断
言
し
て
い
る
。
当
時
の
本
学
は
、
学
生
数
の
急
増
に
施
設
の

拡
充
が
追
い
つ
か
な
い
劣
悪
な
教
育
環
境
に
あ
り
、
そ
の
中
で
資

格
試
験
の
み
を
目
指
す
学
生
の
姿
を
そ
う
表
現
し
た
の
で
あ
る
。

宮
本
は
、「
条
文
の
暗
記
を
す
る
前
に
そ
の
適
用
の
場
に
於
け
る

人
間
」
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
は
文
学
を
学

ぶ
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
彼
は
大
学
を
「
ひ
と

り
の
天
才
よ
り
百
人
の
教
養
人
を
育
て
る
と
こ
ろ
で
あ
る
事
が
重

要
」
と
位
置
づ
け
、「
世
界
の
仲
間
入
り
を
す
る
為
に
も
豊
か
な

平
凡
人
を
多
く
生
む
為
に
も
文
学
部
の
設
立
を
望
ん
で
已や

み
ま
せ

ん
」
と
結
ん
で
い
る
。

　

大
学
教
育
に
お
い
て
学
問
の
専
門
性
を
重
視
す
る
か
、
教
養
人

の
育
成
を
求
め
る
か
と
い
っ
た
対
立
は
現
在
で
も
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
が
、
占
領
下
に
お
け
る
本
学
学
生
の
中
に
は
、
世
界

に
通
用
す
る
「
豊
か
な
平
凡
人
」
育
成
を
文
学
部
の
設
立
に
託
す

者
も
い
た
の
で
あ
る
。
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新設文学部は 1953 年から後楽園校舎を使用


